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概要 周 知 の 如 く妊 婦 の 鉄 欠 乏 性 貧血 の 存Eet当然 考 え ら れ る が ，所 謂 生 理 的 妊 娠 貧 血 と 呼 ば れ る，妊 婦 の 軽

度貧 血 傾 向の 成 因 を も そ れ の み ee求 め る 事 は 困 難 で あ る．即 ち 妊 娠 時 の 胎 盤 か ら 多 量 に 分 泌 さ れ る 各 種 ホ ル モ

VJ 問 臈
一

下 垂 体 系 及 び 電 解 質 等 の 影 響 を 考 慮す る と ，妊婦の 水1血症 と欽 欠 乏 と が 相 伴つ て 生 ず る 事 は あ ろ 5
が ，本質的 に 両 者 を 同一

な も の と す る事 は 出来 な い ．そ こ で 生 理 的 妊娠貧 血 の 所謂 生 理 的 と い
”

） 概念 を 生 理 的

と 見 る か ど ｝か，生 理 的 と す る な ら ば そ の 限 界 を 何 処 に 置 くか が 最 初 の 課 題 に な る ．そ こ で 著者 は 生 理 的 と い

5 概 念 の 肯定 的 立 場 か ら，妊婦 の 生 理 酌 限 界 下 限 値の 新 た な 設 定 と ，そ の 設定限 界 値 に 従 つ て 妊娠貧血 の 実 態

を 検討 し て 以 下 の 如 き結 果を 得 た ．

　正 常 妊 婦 の 1血液 単位 容 積 内諸 数 値 は 逐 月 的漸滅傾向を示 し，妊娠 後半期 に 著 明 と な り 9 ヵ 月 に 最 低 値 を 尓 し

た ．妊 娠 後 半 期 に お け る 平 均 減 少 度 は Hb が 最 も著 明 で 12．7％ ，　 Ht10 ．9％ ，　 RBCIL1 ％ ，　 SP10 ．4％ で あ

っ た．循 環 血 諸 数 値 の 5 ち 各 総 量 は 妊 娠 中 期 頃 か ら著 増 し 始 め て 妊娠末期 に 及 ん だ ．な か で も PV の 増 量 が 最

も著 明 で 妊娠後半期 の 平均 増 量 度は 43．1％，RCV17 ．4％，　 BV32 ．7 ％ ，
　 T −Hb16 ・2％ で あ つ た ．又 体 重 当 り

の 各 量 は 妊娠中期 に ピ ーク を認 め ，妊 娠 後 半 期 の 平 均 増 量 度 は PV29 ．2％，RCV6 ．8％ ， BV20 ．1％ ，　 T −Hb

5．2％ で あ つ た， 以 上 の 如 き 妊娠 時 の 血 液 学 的 特徴 を 加 味 し な が ら，　循 環 血諸数 値 と Hb 　gldl と の 関係数式

を 変 型 し て 数式 （C ）
幸
及 び 数式 （D ）

＊ を導 入 して 数 式 的 な決 定を 試 み た ．即 ち 式 （C ）か ら広 義 の 値，式

（D ） か ら は 狭義 の 値 を 得 た が ，著 者 は 後者の 妊娠 前 半期 11．29idl
，

妊 娠 後 半 期 10．79 畑 を 生 理 的 限 界 値 と し

て 設 定 し た ．

　妊 娠貧血 の 頻度 は 前半期妊婦 約 20％，後半期妊婦約25％ で ，産婦 は 著減 し て 約 7 ％ に す ぎな か つ た．又貧 血

例 に お け る 正 血 球 正 色 素 性 貧血 と 小 血 球 低 色 素性貧血 の 割 含 は，前 半期妊婦で は ほ v
’
同 数 で あ つ た が 後 半期 妊

婦 で は 前 者 が ほ ぼ 70％ を 占 め て い た ．こ れ らは 後半 期 妊 婦 の 水 血 症 飯 向 の 増加 を 意 1朱 し，妊婦の 水 血 症 傾 向 が

生 理 的 に 産婦 の 血 液濃縮傾 向 に 移行 す る 事 を示 唆す る．妊娠時に 認 め られ る 著 明 な 小血 球低色素性貧血 は ，む

し ろ 妊娠前の 母 体 の 血 液 状態 が よ り重要 な 意 義が あ る 様 に 思 わ れ た ．妊娠貧血 例 の ほ と ん どが 10．09 畑 附近 に

あ っ て ， 8．59 畑以 下 の 例は 認 め ら れ な か つ た ．正 常 産 に お げ る 分 娩 時 出血 量 に つ い て は ，貧 血 群 の そ れ が 正

常群 に 比 し 増量 傾向を 認 め た 。

・
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　　　　　　　　　 1・ 緒　 　言

　妊娠貧血の 問題は 古 くて新 しい 課題で あ る．NaseDに

始まる妊娠貧 並の 報告以来 ， 多 くの 業績が発表 され て そ

の 存在 が 確認 さ れた ．成因 に関して は ， 本邦でも多 くの

文献
2〕S｝4）5）6）7）を 見 るが 未 だ そ の 定説は な い ．成因的に 大

別す る と ，
Strausss）

，
　Albersg） 及び Dickmanni °）

等 の 如

く所謂生 理 的妊娠貧血 と同 じ く水 血 症で あ る とす る も の

と， 鉄欠乏性貧血
ll》12）Is，14）15）le）17）

とす る もの とに分け ら

れ る．こ れ らの 成因に関す る解釈の相違 は ， そ の 成因が

単一な も の で な く， よ り複雑な も の であ る 事 を示唆す る

IS ｝．即 ち 妊婦 は周知の 如 く容易 に鉄欠乏の 状態 に陥 り易

く，鉄欠乏性 貧 血 の 存在 は 当然考え られ る 処である が，

所謂生 理的妊娠貧血 の 成因をもそ れの み に 求 め る事は 困

難で あ る．

　近年性腺と造 血 能 との 関連性 が注国さ れて い るが ，胎

盤 か ら多量に 分泌 さ れ る 各種 ホ ル モ ン 及び 間脳下垂体
一

副腎系 ， 更 に は 電解質及び体液性因子
19 ）2°）21）

等の 影響を

考慮す る と， 成因 の
一

元的解釈 は 困難で あ り， 恐 ら く水

血 症 と鉄欠乏との 何れ か
一

方 に よる も の と，両者が 相伴

つ て 生 ずる もの とが あ る と考 え ねぽな る まい ，そ こ で従

来の 生理的とい う概念を生理的 と見 る か否か ， 生理的と

す る な らば 何 を 目 安に して ど こ に その 限 界 を置 くかが
2Z ）

2S ）
最初 の 課題に な る．

　従来妊娠貧血 の 限界値 に 関 して は 多 くの 報告 （表 1 ）

が ある が，各報告者 の 見解 に よ りそ の 値も広範囲に わ た

つ て い る．木邦でも近年表 1 に 見る如 く古谷
24 ｝，藤森他
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表 1　 報告 諸限 界 値

　報告 者
「 文軾 年度 Hb値 R8C入 ノ鼻 Ht％
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古 谷 　 24）ノ96／ 砺 dr，鍵 粥「二TL
藤 森 他 　25）／％31　　　 7〃％

一杢一 塑 一

＝ 5）
， 本郷

2°）
等 の 報告があ り，又 Hollyi5｝

，
　Comillerie27）等

は Hb 　12．Og ，Ulを限界 としそ れ以下 の 妊婦は 鉄欠乏が

あ る とし て い る．も し・水 血 症 も鉄 欠 乏 も本 質 的 に は同 一

の もので，た だ現われ 方 に軽重の 差が あ るだ け とす る な

らば
鋤 25 〕2の ，Holly 等の 如 く健康非妊婦 の 1［E常下限値

が そ の ま X 妊婦に も適 用 ざれ る べ きで あ る ．実 際 に 妊婦

を扱 う場合 ， そ の積極的 な指導及び治療 ｛t 必 要 とす る限

界値 の設定 は，産科学 的或 い は 母子衛生上極 め て 重要な

問題で あ る ．著髷 は所謂生理 的妊 娠貧血 の
“
生理 的

”
と

い う概念 の 肯定的立場 か ら，妊婦 の 生 理 的限界下限値 の

新た な設定 と ， そ の 設定限界値 に従つ て 妊娠貧血 の 実態

を 検討 した の で ，そ れ ら に つ い て 報告す る．

　　　　　　　　　Il・ 実験材料

　司 及的 に 近似的体 重 を 示 す 計 124名 の タト来 正 常妊 婦 を

選 び ，対照 とし て は15名 の 健康非妊婦を 同…条件の 下で

選定 した ．　　　　　　　　　　　　　　
・

　実態調査に は，本院外来及 び 入 院の 妊産褥婦 計 330名

を無作為 に抽出 し た．そ の 内訳 は 前半期妊婦蟹 名，後 半

期妊婦 132名，　連続観察妊婦21名，　産婦59名及 び褥婦

（産後 1 カ 月目）仭 名で あ る ．こ の うち 前半期妊婦，後半

期妊婦，褥婦及 び 連続観察妊婦 の 計 266名 は ， まず Hb

値 の み を 定量 し前者 の貧血例中42例を後 日に 精査 した ．
1
尚，産婦59名 は Hb

，
ヘ マ トク リ ヅ ト （Ht），赤血 球数

（RBC ）も測定 レ，　速続観察妊婦に は各種栄養剤 の 服

鮒 を 禁止 させ て ， 妊娠 6 カ 月 か ら10カ 月迄可及的に 4週

目毎 の Hb 値 を 測定 した．

　　　　　　　　　皿 ・ 実験方法

　1）　外来妊婦を20分間安酵仰臥位 とし，肘静脈 か ら う

っ 血 を解 い た 後乾燥注射器で 8ml 採血 した ．そ の う ち

6ml は静置血 清分離後遠沈 して，血 清 2ml に 生理食

塩水 3ml を 加え て 後述対照 用血 清 と し，残 りの 血 清 か

ら 日 立蚤白 汁で血 清蛋白量 （Sp）を 祖腱 し た ．又残 り 2

ml の 血 液 は，あ らか じめ 二 重蓚酸塩結晶 を 作成 して 置

い た小 ビ ン に 保存 して Hb ，　Ht，　RBC 測定用と した．

Ht は Wintrobe 管法 に よ り，
Hb は Acuglobin　 Set

（Ortho 祉）
28 ♪

と E1点製 Beckmann 型 分光光度計 とを

用 い て ， Cyanmethemoglobin 法
2費）

に よ つ た （Slit；

O．02mtfi，波長 ： 540m μ）．赤血球 の算定は ，
　 Hayem 液と

BUrker−TUrk 計算盤 とを 用い
， 以 上 3 者か ら計算 に よ り

赤血球平均恒数即 ち 平均赤．血球容積 （MCV ），平均赤血

球 Hb 量 （MCH ）及 び 平均 赤 血 球 Hb 濃度 （MCH

C ）を算出した ．又前述第 1 回採 血 後，対側肘静脈 か ら

0，5％ T−182・1 （第 1製薬） 4ml を 40〜50秒間 に ゆ つ

くり静注 し，10 分 後対側肘静脈 か ら 乾燥注 射器で 5mI

（の　 MCV ノ
凵

ぐb〕　 MCH 「「

〔：｝　 MCHCOIo

表 2　 算出諸数式

　 Hl （％）

RB／：ty・iu’尋／fi　m
’：
）

x 〆ク ceer∈cn 　 ccrpu ＄c．−ltt　 vo｝urne・）

一
語濃騨 ．

，〕
・・ 〆・ ・M・・・ … P・… 1・・ ・・… 1。bi・・

鼎 　噸 瓢 階
・1・・　he蜘 ）

吋 ｝ P ＞
・ 1　 ＿ ．…上 痂 o ・ 4．o

　 　 　 　 　 　 　 L 印

〔・田 Vml 一

コ5ρ
皇諞 ・澀

〔f）　Rcvml 　　＝ 　　Bソ＿PV

c ・，） ・T・… ）… 　 一 響

（箱 厳 並 禁 量〕

隔 碾 直 液 量 1

〔循 環 血 坂 量）

〔布百　工黒 　Hb 　量 〕

の 第　2　回採 血 を彳テし、，　　血清分離後遠沈に　よ　り　青色血清　2
ml を得 た．こ れ に生 理 食塩水 3ml を加 え て，前述対照

；｝；血清 を blank と して 分 光光 騰 1』に よ り循環、血漿 量 （P

V ）を測竃算出 した （slit ：0．04ml ， 波長 ： 620m の 、

以下循環血液量 （BV ），循環血球量 （RGV ），循環 Hb

景 （T−Hb ）及 び 各々 の 単位体重当 り の 値 を 算出 し た

（表 2 ），

　2） 実態調 査 の 際 に も前項 と同 じ くす べ て肘静脈採 血

に よ る二 重蓚酸 塩 結 晶 加血 液 を使用 した．尚，無作為抽

出険血 に よ り貧血 を認め た うちの 小 血球性低色素性貧血

例 は，努 め て 臨床上 の 検討諸項 目と糞便 の 虫卵検査及び

胃液険査等を施行 した ．
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　　　　　　　　　rv・実験成績

　A ）単位 容積 内諸 数 値 の 変動 は，従来 の 報告 と同様に

逐 月的 漸減 傾向を た ど り妊娠末期 に 至 つ た （表 3 ）．

　Hb の 妊娠前半期 の 平均減少度 は 8．4％ ， 妊娠後半期

の平均滅少度 Ti．：12．T％で，妊娠全期 で は 平均10．8％ の 減

少で あ つ た （表 3 ），（図 1 ）．

　Ht の妊娠前半期 の 平均減少度 は 6，8％，妊娠後半期

に は10．9％で妊娠全期 を 通ず る と平均 9．1％ の 減少度

で，Hb よ りゃ x 軽微であっ た （表 3 ），（図 1 ）．

表 3　妊娠各月 の 平均 値 と そ の 減少 度 （％ ）
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　RBC は Ht と近似的減少傾向を示 し，妊娠前半期平

均 6．6 ％ の 減 少度 が 妊 娠 後 半期 に は 平均 11．1％ と著明に

な り，妊娠全期で は Ht と同値の 9．1％ の 減少度で あ っ

た （表 3 ），（図／）．

　SP に は 特に 逐 月 的
一

定 傾 向 は 見 られ ず ， 比 較 的初期

か らの 減少が 目立 ち，妊娠前半期平均 8・4％ ， 妊娠後半

期平均10．4％ ， 妊娠全期平均 9．5％ の 減少度で あ つ た

（表 3 ）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．、
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表 4　妊 娠 各 月 の 平均 値 と そ の 増 量度 （％ ）
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図 3　 BV ，　PV ，　RCV ，
　T −Hb 各総量 の 増量 度 （％ ）
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　平均赤血球恒数に つ い て は ， 後述する著者 の 導入数式

が 成立 するた めの 条件 として MCV の 異常例 は 除外 し

た が ，妊娠経過 を通 じて の 変動 を見 る とMCHC が 最 も

少な か っ た （図 2 ）．

　B ）循環血 諸成分の 変動は 単位容積 内諸数値の そ れ と

は 対蹠的 な推移 を 示 し，逐月的増量 は妊娠 中期 か ら著軅

とな り末期 に 及ん だ （表 4 ）， （図 3）．
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　 PV は 妊娠初 期 か ら 増加 傾 向 を 有 し 9 カ 月に ピ
ー

ク

を ，
pv ／kg は 6 ヵ 月に ピ ーク を 示 した ．又各k の 平均

増加度は妊娠前半期18．5％ ， 妊娠後半期 43．1％，妊娠全

期では32，1％』
ごあ つ た ．一方 PV ／kg は妊娠前半期16．4

％，妊娠後半期 29 ．2％ ， 妊娠 全 期 を通 じて 24。6％で あ つ

冫辷 （表 4 ），　（図 3 ）．

　 RCV は妊娠中期頃 よ り増加 し ，
　 RCV が 10カ 月 に ，

RCVIkg が 6 ヵ 月に ピー
ク を示 した．又 RCV の各期 に

お ける増量度は， 妊娠前半期 4．2％ ， 妊娠後半期 17．4

％ ，妊娠全 期 で は 11．6％ で あ っ た ．一方 RCV ／kg の そ

れ は各 々 3．0％， 6．8％及 び 5．4％ で あ つ た （表 4 ），

（図 3）．

　BV
，
　BV ！kg は 大体 pv ，　PVXkg と同様 の 経過 を た ど

り ，
BV の 各期平均増量度は妊娠前半期 12。7％ ， 妊娠後

半期 32．7％，妊娠全期 を通 じて 23．8％で， BVIkg の そ

れ は各々 10．1％ ，
20．1％，15．8％であつ た （表 4），（図

3）．

　T −Hb ，　Hb ／kg は RCV
，
　RCVikg に近似的経過を と

り ，
T ・Hb の 平均増量度 は 妊娠前半期 3．6％ ， 妊娠後半

期16．2％ ， 妊娠全期を通 じて 10．6％であつ た．Hb ！kg は

妊娠前半期 に は 3．4％増と軽微で ， 3 カ 月に は む し ろ減

少傾向を示 した が 6 ・T カ 月 の 妊娠中期 に ピーク （7．7

％増）を認め，以後末期迄減少傾向を た どつ た ．即 ち妊

図 4　 Total　 Hb （9）・Hb 　91kg の 推 移
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　娠前半期 3．4％，妊娠後半期 5。2％ ， 妊娠全期では 4．7

　％で あつ た （表 4），（図 4 ）．
’
　 表 5 の 式 （a）は Hbtd エ と BV か ら T −Hb を算出した

　数式で あ る．こ の 式 （a ）を Hbtdl と循環血諸成分 との

　関係数式に 変型 して式 （b＞を得 ， 更 に そ れを変型 して 式

　（C ）及 び 式 （D ） を導 入 した ，式 （C ）は PV の み を 変

　量 と して 扱い
， 式 （D ） は T −Hb

，　RCV ，　PV の 3者 す

　べ て を変量 として扱 つ た （表 5）．

　　数式 （C ）及び （D ）から算出 した 妊娠各月に おけ る

9．o
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　　　　彜霊H 。 刪 呱 。
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表 6　数式 （C ），（D ）よ りの 推 定限 界 値
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算出推定限界下限値 と， 妊娠経過を 2 期及び 3期に 区分

した場合の各期平均値 を 表 6 に 示 した ．表 6に見 る 如

く．妊娠経過 を 3 区分 した場合の 式 （D ） か ら得 た 各期

の 値 は ，妊娠初期 11．2gfdl，妊 娠 中期 10 ．891dl，妊 娠 末

期 10．79 餌 で あつ た ，又 2 期区分 で は 式 （C ） か ら妊娠

前半期 10．791dl， 妊娠後半期 9．6　9　t
’dlを ， 式 （D ）か ら

は各 女 11．29 　／dl，10　．7　9　！dl　t± 得た ．著者は後述す る根拠

か ら，式 （D ）の 値 Hb 　 g ！dl， か ら 2 期区分 と し各々 妊

娠前半期及 び後半期 の 設定限界値 と した （図 5），（表

6）．
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　　　　　　　　V ・ 実態調 査成績

　1） Hb 値 に よ る妊娠貧血の 頻度 （表 丁）

　前半期 妊 婦 54例 中，設定限界値 11．2gXdl未満が11例で

20。4％であつ た ．後半期妊 婦 132例中設定限界値 10．79

傾未満 e：　33例 25％であつ た．又産婦59例中IO．79 ／dl未満

は 4 例 6．8％ に す ぎな かつ た ．．

表 7　Hb 値 （9　！dl） に よ る貧 血 の 頻度 （245例 ）
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表 8 貧 血 例 の 分類及び 頻 度 （42例）
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　2）　貧i血例の 分類とそ の 頻度 （表 s）

産婦 を除 く前項 の貧伽 蜊 中4潮 に つ い て ・ 前半期妊

婦では正血球正 色素性貧並1と小 血球低色素性 貧血 とが約

同率で あ つ た が ，後半期妊婦で は前者が 72％ とそ の 過半

数 を 占め てい た・

　3）　小血球低色素性貧血例 の 検討 （表 9 ）

　前項 の 42例中小 血球性 の 11例 に つ い て の 検査項 目中，

所見 が 得られ た の は 症例 No ・7 の 胃液低酸例 だ けで あ

つ た ．自覚症で は妊娠前 か らの もの と無自覚及 び 妊娠後

か らの も の とが 同数で， 症例 No・3の 無胃性貧 血例 は

狭義に は 除外すべ き ものであ ろ う．

　4）　連続観察成績 俵 10），（図 6 ）

　妊娠後半期に お け る 著者設定限界値 10。τ9 煙未満は妊

表 10　21例連 続 観 察 Hb 値 の 推移
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表11 産 婦 の 血 液 諸 数 値 （59例 ）

妊娠 貧血 に 関す る研 究

Hbg　 亘

9 ＿

／2fiエ

弖刎
匁
竺罰

響饗
マ竺ぜヨ麹

3
  1・1［舜 嬬

表 12　分 娩 時 Hb 値 （9iut） と 分娩時 出並L量 及 び 新

　　　生 児 体 重 （59 例 ）

・騰 ・・i鑁細疑
王宅分娩晶血量

　（範 囲 ｝9
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蘊 ．3442
”1〔V・E）
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’
．5θ　i3 イ列　　　15る ，ア　　｛　 32 、う

1
ア．3

　　　
．
　　　　〔32〃〜　5〃）1ぐ3久風ビ？へ235ク）

〃．9〜〃、72 〆場瀦
　 ！79 ，3
（35

馳
ジ
．〜8ク）

　　　　　　　　「
　 3！36 ，7
（368グ〜222の

〃 5 一ヲ．62
’即
魂 7

　2躍

〔3ρクへ〃ρ）

　 355 〃．グ
ご37’ρ〜34ジの

職 ノd鳳 下
　 　 　 　 　 　 　 F294

　 E

　　　 1
或 2

　235
（3” 〜！7〃）

　 333 〃．〃
ぐ374〃〜292〃）

V．E．　吸 三［旡
、
娩 　　A．B．ヨLb緩丿粒出 血

　 表 13　分娩後 1 ヵ 月 （22〜40 目 ）　（計 64例 ）

扁 　壷郵 婆
1

巻、裂1 嘉房：

至娩時 出血量 （9）
．
64　 ／

／
　 4 乙　4su 〜砂

Hb／2．Pg／dr以上弓　 睡量　 57　 S9．0　　55　　2∂0　〜∬

譱羈1羅諺鵜諺1謬1
娠末期際 ど多 く， 6 カ 月に 限界未 満であつ た 2 例は末期

迄限界以 下 の 経過 を 示 した．

　 5）　産婦の調査成績 （表 ］1）

　産婦59例中設定限界頓以 上 の もの が 大半 を 占め ，限界

未満は 4 例だ け で各赤 1肖隊 平均恒数 の 低下 も著明で は な

か つ た ．

　  　分 娩時母体 Hb 値 と分娩 時出血 量 及び 新 生 児体重

との 関係 （表12）

　前項 と 同様に Hb 値 を 4群 に 分 けて 両 者 の 閨係を正常

分娩例に つ い て 兄 る と，Hb の 低値群 に な る に 従 い 分娩

時出血 量 は 漸増傾向を 示 した ．地 方新生児 の 生 下時体重

に つ い て は 特 に一
定 傾 向 は認 め られ な か つ た．しか し今

異常分娩例 （弛緩惟 出血，吸 引分 娩） を も入 れ る と，分

娩時出血量 に 関す る 上 記の 相 蹼1関係 は な くな つ た．

　7） 褥婦 1 カ 月 目 （表工3）

　妊娠後半期 に 貧血 を認 め な かつ た 妊婦64例中，正 常 分

日産 婦 誌 18卷 工0号

　娩 ユカ 月 目の 褥婦で，健康非妊 婦 の 正 常 下 PR12．091d ！未

　満 が 7例で約1  ％に す ぎ な かつ た．又 正 常値未満 7例の

分 娩時平均出血量 は 3089 で，正 常値復り講 の 1559 よ

　 り も明 らか に 多 か っ た ．

　　　　　　　　VI ・ 総括並 び に考按

　　従来生 理 的妊娠貧 血 と呼ばれ て い る妊婦の 軽度貧血傾

向に対して，近年果 して 生理的な の か ど うか と疑問がも

　た れるよ うに な つ た ．即 ち鉄欠乏説派 は 血清鉄 の 減少
11

）

12 ）14 〕，不飽和鉄結合能の 増加
14 ）s°］，遊離プ ロ トポ ル フ ィ

　リ ン の 増加
15 ｝3 ’），鉄 剤投与 の 有効 性

15 ｝’7〕35）32 〕a3 ）34 〕ヨS），鉄

含有量，高度な 食物を常食とす る民族 に は妊娠貧血 が 認

め られ な い 事
鋤

等を根拠に，水血 症 も欽 欠乏性貧血 も本

質的 に は 同一の もの で ， た だ そ の 現れ方 に軽重 の差が あ

るに す ぎな い と し，本 邦でも森山
コ 3
  石 原

37 ），古谷
24）

， 木

郷
26 ）等は こ れに組 して 埜る ．し か しな が ら Strauss6〕に 始

ま る水 血 症説側 か ら見 る と ， 豊 富 な 食生 活の 得 られ る現

代社会 で 殊更に 鉄剤 を補 う必 要が あ る のだ ろ うか とい う

疑問
ys ’

　Sd あ り ・ 又 Hb の o ・ 運搬能 か ら見 た 場創 ら 体

重当 りの Ilb が 増量 して い る妊婦 の 血液が 果 して真の貧

血 な の か ど うか疑わ しい
3s）．　IVitts“9） は 水血 症傾向は 妊

妍の 鉄 吸 収能の増進及び」血栓症 傾 向阻止 の た め の 対策 か

も知れな い とし，更 ：こ は鉄 剤 投 与の 効果 だ けで鉄欠乏だ

とす る わ けに はい かな い とい つ て い る．最近滝川他
22 ♪は

妊娠時 の 貧血 因 子として ，内分泌系の 変調，例 え ば，es 亡一

rogen −Progeste・・  n　balance の 変化 とか，下垂体副腎系 の

変調等 を考慮 しな 1ナれ ば な らな い と し，小林他
砌

は鉄剤

投与で改善 され る倒か ら鉄欠乏 の 事実 は疑 うべ くもな い

が ，そ れ の み で な い 所 に妊娠貧 血 の 多様性 の 一
端 をうか

が い 知 る 事が 出来，そ の 成因 の むずか しさ を物語 る と述
べ て い る．

　
一

般 1に cstrogcn は赤血 球産生能 を抑制 し・，　 andregen

は 促進 作 用 を有 ず る と解され て い ろ．斎藤
・・

の 胎盤性 ホ

ル モ ン に よ る実験的水亅血症 の 報告，性週期 と体内水分 貯

留 の 関連
42
 　若い 婦人 の 卵巣摘除に よ る血 液量 の 減少

43
  又 estrogen 療 法 に よ り血液力稀 釈 さ れ る事

嘱 〕
等，

た とえ こ れ らが す べ て で は な くともそ の 一因 とな り得 る

可能性 が 推定 され る，今妊娠時 の 丿牒 を始 め，細 睦 優

向を助長す る 間脳 下 垂 体
一一

副腎系
41 ）4s ）4° ）7xび電解質 の 閥

題，更 に は体液性 因 子 とい わ れ る　Erythropoietin の 問

題
1’脚 岡

を考慮ナ る と，水 血［症 と鉄欠乏 とが 相伴 つ て 生

ず る 事は あ つ て も ， 本質的に 両者を 同一視 す る事 は出来

ず，そ の 成因 ぽ よ り複雑な 多因子的 な もの と考えられ る．

　単位容積内諸数値 の 変動 に つ い て の 多 くの 報告
1°，24 ｝2fi，）
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と同様に ，著者の 戊績で も遂月的渤 減領向を 示 し

．こ ．’・tだ既 報の 如 く
一
仁邦 の MCV は 欧氷 ）そ れ 1’二比 し．や

丶 凸 「直を 示 す様で あ 649〕so ）．

　循環血諸数値 は 総 じて 8〜9 究 月に ピー
ク を示 し，．．．一

方体尹 当 りの そ れ は妊 娠 中 期 の 5 〜 6 カ 月 に ピ
ー

ク を示

し た ．PV は 妊娠後半期 昇均43．1％増加で， 同じ T −18

24を 用い た　Catonim　 l’」、8 カ 月 に 最高約 40％ の 増加 ＿認

め
ヅ

お り，又 塚田
45 ）

は 9 ヵ 月 に 最 高42．2％ の 増 加
’

む っ

た と報 じ て い る．著者の 成績が や S 高値 な の は 実験対象

が 外来妊婦 の た め か も知れない ．又 Hb ！kgに っ い て は，
Lund 他

17 〕

が 非妊 婦 の 10．09 ！  に 対 して 妊 婦 の そ れ 1；

12 ．39 〆  で ．⊃つ た と い うが，著 者の 成績で は 非妊fFtの

1〔｝．4g ！｛熄に 対 ［て 妊嬬の そ れ は 10．89 ！ 
デ

あ り， こ ね

を前者 の 値1こ比較 す る と 褝 量 が や ン 軽微か 感 を 与 え る

が ，
T −1824は 胎盤 を 通過せ ず母 体の PV の み を 対象 と

して い るの で
45 〕

， 今対象外の 胎盤部分及 び 胎児附属物 の

重量 を 除外 して 見る と，よ り著明 な増量度に な る 事が推

定 さ れ る ．冫 ド Hb ！kg が 妊娠初期 に一時的減 少 を示 し

た 事 は，既？RS，，
の 女1」く森 田

5L ）

の幸艮告 と合せ考え られ ， 妊

娠貧血の 問題 は 妊娠後半期の みな らず，妊娠前半期に も

充 分考慮 さ れ る べ きで あ る．そ こ で こ れ らの 妊娠時 の特

徴 を考慮に 入 れ た 新 しい 限界値 の設定 が 必要 とな る．

　著者 が 導 入 した数式 （C ） か ら 得 ら れ る Hb 　9！dl，

は ， 非妊婦の RCV 斌 妊娠に よ り著増 した PV に
レ

リ稀

釈 ・ζれ る 最低可能値を意味 し，非 妊婦 を 対 照 と した 性 格

を有 す る の で こ れ を 広義 の 限界t［H と L．／．．．他方数式（D 〕

か ら得 られ る Hb 　g！dl函 ま，わ ず か な が ら も増量 す
’
る

妊婦自体の RCV が ，著増す る PV に よ り稀釈され る最

低可能値で あ り，妊 胡 ∫自体を 対照 と し た 特徴 を 有す る

の で 前者に 対 して 狭義の 限界値 と した ，従来限界値 に 関

して は，表 （1）に 見 る 如 く．見解 に よ り
一

致 を 欠 くが こ

の ま S 放置 さ れ る べ きで は な い ，最近古 谷
：‘），本 郷

26 ）

等

は 多数例 の 統計 学 的処理 に よ りこ れ を決定 して お り，又

Paintin 他
52b
，．t妊据の RCV を測定 して，貧血 の index

と し て は RCV よ り もHbg 烈の 方 が よ り適当 て あ り，

妊娠 28週 以 後 は10．1．91d1を限界 とす る と報 じて い る が，

未だ数 式的 に ζ れ を決定 した もの を 身 な い ，著考 の数式

（C ） か ら得 た 妊娠後半 期 の 広義の 限界値 9。69 ！dlは，

PV が 著増 す る場合，た こ え鉄 欠 乏，♪な くと も Hb 値 は

m ．〔｝9 畑以 下 に な り得 る 守もあ る とす る LaUrence ” Sl
の

報告 と一致 す る．しか しこ れ は 妊娠 時 の RCV は 増血 し

欧 い もの と見做 し た場 合 の 値 セ 意味 し，近 年 放 射性 物 質

に よ る実験で 屯妊婦 の RCV の 増 加 が 認め ら れ
瑠

，更伝

は 緊辛 手術等 O 可能忤 あ る昨宋的及び母性 ffn　tt　Lの 観点

か ら ， 著者
1
ま数弋 （D ）か ら得た狭義の 隈界 ｛直（Hbg ！d｝の

を妊娠莨血 ）生 理的限界下限値と して設定 した．尚妊娠

経過を
．
律 の 限界値で画す る よ りも，前半 期 と後半期 、

2期区分 と し て各期 ｝限伊 没 覧の 方が臨床的に も 妥 当 と

考 え る，

　妊娠貧血の 頻度 1ご：つ い て は，各報告客の 限界が 異な る

〜め 比 較換 討 も単紡 に u 唱来 な い ． t2．091dlを 限界 と

し与 Comillerie’・’，，　Ben3tead他
，

等 は そ れ ぞ れ51％，

40．15％ の 頻度を報〔 L お り，こ の 値に 輝ずると著者の 場

合 も4FtFJ　nF 半醐 が3τ％，妖 娠 後 半期 60％ とや は りそ の 半

数 を 爵 め る が ，著名
へ

設 比値…従 一と それ ．、一れ 20．4％ ，

25％ であ　
゜
．、こ れ は我 ミ

41
の ヂ

ー
リ踊 ド 70％未瀟が 3D

％ との 報告に 近 飫的 で 、る．

　貧血後半期 妊短 う約 70％ が 正 血 球性 即 ち水 血症 性 の も

の で らり，貧 血産蛉が 4 ％ 弱 と著減 しそ の ほ とん どが 正

血球性で t，つ た事は臨床的に 亀注 臥 こ値 す る ．こ の 妊 婦

の 水 血 症 傾 向 と共 1一産婦の 血液濃縮傾向
12 ）鋤

は，好媛 焼

び 分 娩 とし、丿 ［理 現象 に お け る生体の
’
つ の 合目性 適応

夊応と見る の は 行 き す ぎで あ ろ うか．．」
．’
ILUt

：娠 つ 血液濃

縮 は，妊婦 の 水．血症傾向が 生理 的 な も の で あれ げ こ ｛辷悪

め られ る現象 と考 え られ る．本郷
2の

は妊娠末期に はMC

H ，MCHC 共 に減少す る か ら，従来 の 妊娠貧血 は ∫P ［血，

球軽度砥色素絆貧面 ，即 ち 軽度鉄欠乏盤 貧 血 と い い 得 さ

と し　 israε星s罰 』MCHC に 駁 も信頼 セ 置 き，30％ 以 下

は鉄 夕乏性 貧 血 を示 ジ 報 じて い る ．

　妊娠貧 血 の tr”一
“ に つ い て は 種 k つ軒 ゴが あ り、Bo ） o −

t．tsG） は少な く とも英国で 転 重窮な危険 に な か ろ うと し，

又 Task　r 他
自

拠ま3 〜 59 隷 の Hb 値で 分娩 さ せ る の に

不安 を感 じな い と迄極論 して い る，本 郷
Z6 ］は 貧血 妊婦 は

分 娩隠 工抽 量が 多 く，弛緩性出血 も高頻度で、
’
、つ た と報

じて い る が，著者 の成績で も正 常産の み を対象とす る と

「］様 の 傾向ガ 認 め られ た が ，異常産 （帝 王 切開 以 外） を

も含め る と，Hb 　iE常値群 の弛緩性出血 1例 が 入 るの で

翫 記相関関係力 認 め り
め、な くな つ た ．未熟児 との 関連に

つ い て ・ノ報 占は 少押 い が，最近 Klein5 ，St2LPp5
’

の 文

献 ガ 4 ）る，即 ち Klein は 多数例を対象 として，分 娩時

産如 の Hb 値 オ 1〔）．09i’dl以 上甜の 未熟児発生 率 丁．6％ ｝
7

く：r し，10．egidl未 満 群 の 発 生 率 は 13．8％ で あ つ た と報 じ

てい る．しか し こ tsで 考慮され な け れ ぱ な ら な い の は ，

限界 を どこ ｛L
”eeい た か とい う事 で あ り ，

StappZs） も指摘

し て い る様 に そ の 限 界 の と り方 に 上 り或 い は 異 つ た結 果

が 得 られた か も知れ な い ．
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1184− 16 狂娠 貧 血 に 関 す る 研 究 目産 婦 誌 ls卷 10号

　褥婦 （産後 亅ヵ 月） の約 90％ は健康非妊 婦 の πi常
’
ド阪

12．Og ！d1以 上 で あ つ た 力豊，未満群 の 分娩時 平均出血 封まけ

正 常値群 の 約 2倍量 （正 常産 ： 30〔〕9 ）であつ た ．しか

し反面分娩陦出i血量 か ら逆 に 見た場合， 30｛培 前後の 出

血量で は 特 に 有意 差が あ る とは 思 わ れ な か つ た ．こ れ ら

臨床的鬨連性 の問題 は ， 前提条件と して限界 の とり方 が

よ り重要な 因 予とな る，

　　　　　　　　 V 皿 ・ 結　　語

　妊娠時 の 貧面 傾向に つ い て，そ の 生 理 的限界値 の 設定

及び ∫．れ に 従っ た 実態調査 を 目的 辷し て ，計 約 400例の

妊産婦及び褥婦，対照非妊婦の 血液諸数値 を検討 して次

の 如 き結果を得た ，

　 1）　正常妊婦の 血 液 単位容積 内 諸数値 は 妊 娠月数 と共

に 漸減傾向を示 し，妊娠後半 期 に よ り著明 に な つ た ．

　z） 循環 血諸数値 の うち，各総量は妊娠中期 か ら増量

が著明に な り妊娠末期 に 最高とな つ た ．一一方  俸重当 り

の 各値は妊娠中期 に最高であつ た ，

　 3）　生理 的限界値 と し て 数式 （D ） か ら妊娠前半 期

11・2　9　idl， 妊娠後半期 10．791diを 設定 L．た ．

　の　妊娠貧 血の 頻 度は前半期妊婦約20％ ， 後半期妊婦

約 25％ ，産婦 は 7 ％ で あ つ た．

　5）　貧血 妊 婦 中 正 血 球 正 色 素 性 と小 血 球低色素性 の 割

合は，前半期妊婦で 1・’k　i・／t　，r同数であつ た が 後半期妊 些、…｝
．
ご

は前者 が ぽ 蛇 0％ を 占め て い た．

　6）　妊娠 貧 E血の 過 半 数 は所 謂水血 症性 の ．様相 が強 く，

こ の水 血 症傾向も 分娩時 の 血液濃縮傾向
・
＼ と移行 した．

　 7）　妊娠時に 認 め られ．る著喟な 小．血球低色素性 艮IJち鉄

欠 乏 性貧血 は ，妊娠前の 母体の 血 液状態が よ り重要 な國

子 で ある 様に 思 わ れ た．

　 8） 妊娠貧血 例 ！ま， 署 者 の 成績で は ほ とん どが Hb

10，  9　
，
Jd1附近 に あ つ て ， 8．5　9　i

’
dl以 下の もの は 認 め られ

なかつ た ．

　 9）　正 常薦 に お ける 分娩時出 血量に つ い て は，貧血群

の そ れ に増量傾向を認め た ．

　 稿を 終 る に 臨 み ，終始 御 懇 篤 な 御 指 導 並 び に 御校 閲 を

賜 っ た 恩 師九 嶋勝 司 教 擾 に 心 か ら 謝 意 を 表 す
’
と 共 に ，一・

部 御 助 言 を 鯣 つ た 山 形 内 科 教 室 宇塚 講 師 に 深 謝致 し ま

す．
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